
令
和
５
年
11
月
11
日
（
土
）
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
に
て
、
『
第
61
回

故
郷
応
援
団

ふ
る
さ
と
が
ご
縁
を
結
ぶ

近
畿
島
根
県
人
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
尾
紳
次
副
知
事
は
じ
め
、
地
元
各
地

の
行
政
・
団
体
・
誘
致
企
業
な
ど
、
多
数

の
ご
来
賓
の
皆
様
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、

約
三
八
〇
名
の
参
加
者
が
交
流
し
旧
交
を

温
め
ま
し
た
。

千
家
会
長
か
ら
ご
挨
拶
の
後
、
左
記
の

議
案
に
つ
い
て
、
審
議
さ
れ
、
賛
成
多
数

に
よ
り
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
一
：
令
和
四
年
度
事
業
報
告
、

決
算
報
告
、
監
査
報
告

議
案
二
：
令
和
五
年
度
事
業
計
画

（
案
）
、
予
算
（
案
）

議
案
三
：
役
員
の
改
選
（
案
）

今
回
は
、
出
雲
Ｂ
地
区
（
出
雲
市
・
雲

南
市
・
飯
南
町
）
の
役
員
の
皆
様
に
企
画

い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
二
部
は
、
村
田
勇

故
郷
応
援
団
実
行
委
員
長
に
よ
る
開
会
宣

言
、
松
尾
副
知
事
か
ら
の
祝
辞
と
続
い
た

後
、
県
外
在
住
県
政
功
労
者
と
し
て
４
名

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

近畿島根県人会
だより

第１００号

令和６年
２月２２日発行

第
61
回
故
郷
応
援
団

～
ふ
る
さ
と
が
ご
縁
を
結
ぶ
近
畿
島
根
県
人
会
～
開
催
の
報
告

トロッコ列車「奥出雲おろち号」

第
一
部

総
会

【総会挨拶】
近畿島根県人会
千家敬麿 会長

第
二
部

懇
親
会

【県外在住県政功労者表彰】

【祝辞】
島根県
松尾紳次 副知事

（感謝状贈呈）

石飛 司 （いしとび つかさ）様

新宅 寛 （しんたく ゆたか）様

張戸 節雄（はりど せつお） 様

持田 滋 （もちだ しげる） 様

計４名（五十音順）

（県政功労者代表挨拶）

持田 滋 様

そ
し
て
、
飯
塚
俊
之
出
雲
市
長
か
ら

の
ご
挨
拶
と
乾
杯
に
よ
り
開
宴
と
な
り

ま
し
た
。

【開会宣言】
第61回故郷応援団
村田勇 実行委員長

（近畿平田会 会長）

【挨拶・乾杯】
出雲市
飯塚俊之 市長



懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
出
雲
市
大

社
町
の
伝
統
行
事
「
吉
兆
神
事
」
で
厄
払
い
を
行

う
番
内
が
登
場
し
た
ほ
か
、
野
見
宿
禰
赤
名
相
撲

甚
句
会
、
さ
だ
須
佐
太
鼓
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
カ
ル

テ
ッ
ト
・
コ
パ
ン
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
物
産
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
は
島
根
県
物
産
観
光

館
や
県
内
特
産
品
メ
ー
カ
ー

よ
り

「
あ
ご
野
焼
き
」

「
ス
ト
か
ま
ぼ
こ
」

「
赤
て
ん
」

「
新
生
そ
ば
」

「
焼
さ
ば
」

「
隠
岐
あ
ら
め
」

「
宍
道
湖
産
し
じ
み
」

「
津
田
か
ぶ
漬
け
」

「
と
ん
ば
ら
漬
け
」

「
舞
茸
・
椎
茸
佃
煮
」

「
仁
多
も
ち
」

「
ヤ
マ
ト
イ
モ
」

「
ば
ら
パ
ン
」

「
さ
く
ら
餅
」

「
宿
禰
餅
」

「
木
次
バ
タ
ー
」

「
木
次
バ
タ
ー
ク
ッ
キ
ー
」

「
八
千
矛
純
米
酒
」

「
純
米
吟
醸
石
見
銀
山
」

「
純
米
吟
醸
国
宝
松
江
城
」

な
ど
多
く
の
物
産
販
売
も
行

わ
れ
、
参
加
者
が
家
族
へ
の

お
土
産
と
し
て
多
数
買
い
求

め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

近
畿
島
根
県
人
会

事
務
局

（
島
根
県
大
阪
事
務
所
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６―

６
３
６
４―

３
６
０
５

物産販売コーナー

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
恒

例
の
島
根
県
民
の
歌
「
薄
紫
の
山
脈
」
「
故

郷
」
を
会
場
全
員
で
合
唱
し
、
故
郷
島
根
県
へ

の
思
い
を
よ
り
強
く
し
た
一
日
で
し
た
。

最
後
に
、
次
回
担
当
さ
れ
る
岡
本
幸
夫
石
見

地
区
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
（※

）
代
表
実
行
委
員
が
万

歳
三
唱
し
、
名
残
り
惜
し
み
つ
つ
、
来
年
の
再

会
を
誓
い
合
い
、
「
第
61
回
故
郷
応
援
団
～
ふ

る
さ
と
が
ご
縁
を
結
ぶ
近
畿
島
根
県
人
会
～
」

は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

※

石
見
地
区
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
：
浜
田
市
・
益
田
市
・
津

和
野
町
・
吉
賀
町

次
回
は
令
和
６
年
11
月
17
日
（
日
）
午
前
11

時
よ
り
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
に
て

開
催
し
ま
す
。

島根県民の歌「薄紫の山脈」「故郷」合唱

万歳三唱

番内

野見宿禰赤名相撲甚句会

さだ須佐太鼓

サクソフォンカルテット・コパン



【
お
問
い
合
わ
せ
】

雲
南
市
役
所

政
策
企
画
部

う
ん
な
ん
暮
ら
し
推
進
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
４―

４
０―

１
０
１
４

昨
年
11
月
23
日
に
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
「
奥
出
雲

お
ろ
ち
号
」
が
、
26
年
間
の
運
行
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
当
日
は
、
七
〇
〇
〇
人
以
上
の
方
が
見
守

る
な
か
で
、
最
後
の
運
行
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

奥
出
雲
お
ろ
ち
号
は
、
平
成
10
年
４
月
に
運
行

を
開
始
し
て
か
ら
、
多
く
の
乗
客
を
乗
せ
て
走
り

続
け
、
木
次
線
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
き
ま

し
た
。
窓
の
な
い
開
放
さ
れ
た
車
窓
が
特
徴
で
、

そ
こ
か
ら
眺
め
る
景
色
や
、
出
雲
坂
根
駅
か
ら
三

井
野
原
駅
間
の
一
七
〇
ｍ
の
標
高
差
を
移
動
す
る

全
国
で
も
希
少
な
三
段
式
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
方
式

で
の
運
行
は
、
乗
る
人
全
て
に
大
き
な
感
動
を
与

え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
線
住
民
か
ら
自
然
に
生
ま
れ
た
乗
客

へ
の
“
手
振
り
”
も
大
変
好
評
で
、
乗
客
だ
け
で

な
く
、
地
元
住
民
か
ら
も
非
常
に
愛
さ
れ
大
切
に

さ
れ
て
き
た
存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
年
４
月
か
ら
は
、
観
光
列
車
「
あ
め
つ
ち
」

の
木
次
線
へ
の
乗
り
入
れ
が
始
ま
り
ま
す
。
あ
め

つ
ち
は
米
子
駅
か
ら
出
雲
横
田
駅
間
を
往
復
し
、

春
・
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
に
月
４
回
程
度

木
次
線
を
運
行
す
る
予
定
で
す
。
車
内
に
は
山
陰

地
方
の
自
然
や
神
話
を
テ
ー
マ
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
伝
統
工
芸
品
の
数
々
が
あ
し
ら
わ
れ
、
車
窓
か

ら
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
地
元
に
因
ん
だ
食
事

や
飲
み
物
を
楽
し
め
る
と
こ
ろ
が
大
き
な
魅
力
で

す
。
奥
出
雲
お
ろ
ち
号
と
は
、
ま
た
違
っ
た
旅
を

満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
、
木
次
線
の
新
た
な
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

あ
め
つ
ち
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
木
次

線
沿
線
を
訪
れ
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
沿
線

の
観
光
地
に
も
足
を
延
ば
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

現
在
地
元
ガ
イ
ド
に
よ
る
沿
線
案
内
の
準
備
も
す

す
め
て
い
ま
す
。
あ
め
つ
ち
の
乗
り
入
れ
開
始
に

向
け
て
、
今
後
も
沿
線
自
治
体
や
関
係
者
と
連
携

し
な
が
ら
、
あ
め
つ
ち
を
活
用
し
た
周
遊
観
光
施

策
の
協
議
や
検
討
等
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

観光列車あめつち

おろち号手振り

おろち号ファイナル

Ｊ
Ｒ
木
次
線
沿
線
の
観
光
振
興
に
つ
い
て



栽
培
50
周
年

益
々
伸
び
る
益
田
メ
ロ
ン

【
お
問
い
合
わ
せ
】

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部

営
農
経
済
部

指
導
販
売
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
６―

２
３―

１
９
１
１

益
田
市
で
メ
ロ
ン
を
栽
培
し
て
か
ら
今
年
で
50
年
と

な
り
ま
し
た
。
大
阪
市
場
を
は
じ
め
、
広
島
市
場
、
島

根
県
内
市
場
へ
出
荷
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
品
質
か
ら

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
贈
答

用
品
の
受
付
が
始
ま
る
頃
に
は
多
く
の
消
費
者
か
ら

「
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た
、
益
田

の
メ
ロ
ン
を
心
待
ち
に
す
る
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

益
田
メ
ロ
ン
は
、
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
で
は
珍
し
い
立
体
栽
培

で
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
１
本
の
つ
る
に
１
個
だ
け
果
実
を

つ
け
る
栽
培
法
が
特
徴
と
な
り
ま
す
。
１
つ
の
果
実
に

栄
養
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、
糖
度
が
高
い
大
き
な

メ
ロ
ン
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
出
荷
の
際
に
は
、
糖
度
セ

ン
サ
ー
を
使
い
、
糖
度
14
度
以
上
の
メ
ロ
ン
を
安
定
し

て
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

益
田
メ
ロ
ン
部
会
は
、
令
和
５
年
度
の
部
会
員
数
58

名
で
総
栽
培
面
積
17
・
９
ｈ
ａ
を
作
付
し
て
い
ま
す
。

部
会
員
同
士
で
惜
し
み
な
く
栽
培
技
術
の
共
有
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
若
い
生
産
者
・
新
規
就
農
者
へ
の
技

術
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
出
荷

前
に
は
、
部
会
員
相
互
で
糖
度
を
は
じ
め
と
し
た
品

質
を
確
認
し
あ
う
な
ど
、
部
会
員
全
員
で
産
地
を
盛

り
上
げ
て
い
く
た
め
に
日
々
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

益
田
メ
ロ
ン
の
振
興
に
も
尽
力
し
て
お
り
、
毎
年
大

阪
、
神
戸
に
て
、
生
産
者
夫
人
が
試
食
宣
伝
会
に
出

向
く
「
メ
ロ
ン
か
あ
ち
ゃ
ん
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
店
舗
で
の
試
食
宣
伝
に
あ
わ
せ
て
生
産
者

を
中
心
と
し
た
神
楽
公
演
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て

お
り
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

メ
ロ
ン
栽
培
を
50
年
続
け
る
な
か
で
、
高
齢
化
に
よ

る
作
業
の
負
担
増
か
ら
生
産
者
、
栽
培
面
積
と
も
に

減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
盛
期
と
比
べ
、
生
産

者
数
は
約
三
分
の
一
に
、
栽
培
面
積
は
約
二
分
の
一

ま
で
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
栽
培
技
術
向
上
、
市
場
、

農
協
関
係
者
の
販
売
努
力
に
伴
い
、
出
荷
量
、
販
売

高
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
を
は
じ

め
と
し
た
若
い
生
産
者
も
台
頭
し
て
い
ま
す
。
益
田
メ

ロ
ン
の
50
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
さ
ら
に
つ
な
い
で
い
く

た
め
に
、
生
産
者
、
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り

一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
愛
顧
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

益田メロン５０周年ロゴアムスメロン栽培風景

選果場、ハウス遠景

販促イベントでの神楽公演



近
畿
弥
栄
会
は
、
浜
田
市
の
山
間
地
、
旧
弥
栄

村
出
身
者
を
中
心
に
構
成
し
て
い
ま
す
。

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
る
た
め
、
多
く

の
村
民
が
京
阪
神
に
働
き
に
出
ま
し
た
。
二
〇
〇

〇
年
頃
当
時
の
村
長
が
「
村
と
京
阪
神
へ
出
た
村

出
身
者
の
交
流
が
で
き
な
い
か
」
と
提
案
が
あ
り
、

有
志
が
集
ま
っ
て
「
近
畿
弥
栄
会
」
が
で
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
20
回
目

の
総
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
畿
弥
栄
会
は
、
総
会
と
初
夏
の
交
流
会
を
柱

に
行
事
を
や
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
近
畿
六

府
県
と
遠
く
は
愛
知
県
や
岐
阜
県
・
岡
山
県
か
ら

も
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
「
よ
う
来
ん
さ
っ
た
」

「
元
気
だ
っ
た
か
い
な
ー
」
と
懐
か
し
さ
と
親
近

感
を
持
っ
て
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

総
会
に
は
村
役
場
（
現
浜
田
市
弥
栄
支
所
）
か

ら
支
所
長
・
課
長
と
神
楽
社
中
の
皆
さ
ん
が
来
て

く
れ
ま
す
し
、
関
西
浜
田
会
様
や
近
畿
あ
さ
ひ
会

様
と
も
交
流
を
深
め
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
場
の
特
産
品

コ
ー
ナ
ー
は
、
角

寿
司
や
ゆ
ず
か
ら

し
、
お
餅
や
野
菜

の
加
工
品
等
、
子

ど
も
の
頃
の
故
郷

の
味
に
大
盛
況
で

す
。
初
夏
の
交
流

会
は
、
ハ
イ
キ
ン

グ
を
主
に
や
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
近
年
は
駅
か
ら
近
場
で
や
ろ
う

と
、
天
王
寺
公
園
や
京
都
動
物
園
、
奈
良
公
園
で

お
弁
当
を
広
げ
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
会
員
も
高
齢
化
し
会
員
数
が
減
っ
て
い

ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
同
郷
の
絆
を
大
切
に
し
、

温
か
み
の
あ
る
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

出
身
地
に
関
わ
ら
ず
寄
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は

近
畿
弥
栄
会

で
す
。

近
畿
地
方
で
活
動
さ
れ
る
市
町
村
人
会
の
ご
紹
介
で
す
。

第
35
回
は
、
「
近
畿
弥
栄
会
」
の
ご
紹
介
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

近
畿
弥
栄
会

事
務
局
長

山
﨑

治
男

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
５
ー
３
３
２
ー
４
７
５
３

〒
６
１
０
ー
１
１
０
１

京
都
市
西
京
区
大
枝
北
沓
掛
町

２
丁
目
12
ー
２

サ
ン
シ
テ
ィ
桂
坂
弐
番
館
２
０
１

初夏の交流会（妙見山ハイキング）

第20回総会の様子

近畿弥栄会
事務局長 山﨑 治男

ふるさとまつり



第
61
回
故
郷
応
援
団
近
畿
島
根
県
人
会
は
、
令

和
５
年
11
月
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
１
年
、
企
画
推
進
委
員
会
及
び
実
行
委
員

会
を
そ
れ
ぞ
れ
４
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
委

員
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
ご
出
席
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
決
め
る
の
に
は
苦
労
し
ま

し
た
が
、
今
ま
で
な
か
っ
た
異
色
の
番
内
を
取
り

入
れ
た
の
は
人
目
を
引
く
も
の
に
な
っ
た
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
近
畿
島
根
県
人
会
が
ふ
る
さ
と
島
根
と

の
懸
け
橋
と
な
り
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
切
に

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

【
近
畿
島
根
県
人
会

会
員
募
集
】

お
知
り
合
い
の
方
で
当
県
人
会
に
ご
興
味
あ
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
活
動
内
容
や
入
会
方
法
等
を
ご
説
明
し

ま
す
。※

市
町
村
会
の
方
で
、
県
人
会
未
加
入
の

方
へ
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
願
い
ま
す
。

【
近
畿
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内
】

近
畿
島
根
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、

近
畿
島
根
県
人
会
の
紹
介

、
活
動
報
告
、
市
町
村
人
会
・
県
人

会
、
お
知
ら
せ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
縁
結
び
美
味

し
ま
ね
認
証
店
等
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

※

ぜ
ひ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
異
動
の
連
絡
】

住
所
・
連
絡
先
等
に
変
更
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

、
近
畿
島
根
県
人
会
「
会
報
」
巻
末
の
『
異
動
通

知
連
絡
票
』
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
縁
結
び
美
味
し
ま
ね
認
証
店
の
活
用
と
情
報
提

供
に
つ
い
て
～

大
阪
事
務
所
で
は
関
西
地
区
で
「
島
根
の
味
」

を
提
供
で
き
る
飲
食
店
等
を
「
縁
結
び
美
味
し
ま

ね
」
認
証
店
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島

根
県
産
品
の
認
知
度
向
上
、
販
路
拡
大
、
消
費
拡

大
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
年
、
新
た
に
４
店
舗
が
加
わ
り
、
現
在
52
店
舗

が
認
証
店
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
皆
様
に
は
「
島
根
の
味
」
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
認
証
店
を
ご
贔
屓
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
島
根
産
品
を
扱
っ
て
い
る
新
た
な
店
舗
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
大
阪
事
務
所
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
大
阪
事
務
所
し
ま
ね
産
品
振
興
ス
タ
ッ
フ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６―
６
３
６
４―

３
６
０
５

認
証
店
情
報
に
つ
い
て
は
、
大
阪
事
務
所
Ｈ
Ｐ
等

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
抜
日
本
酒
飲
み
比
べ
２
０
２
４
】

島
根
県
か
ら
は
、
松
江
市
の
國
暉
酒
造
さ
ん
が
、

参
加
さ
れ
ま
す
。

（
日
時
）
３
月
16
日
（
土
）
・
17
日
（
日
）
10
時
～
16
時

（
場
所
）
天
王
寺
公
園
「
て
ん
し
ば
」
内

【
Ｏ
Ａ
Ｐ
さ
く
ら
ま
つ
り
】

出
雲
そ
ば
、

シ
ジ
ミ
、

板
わ
か
め
、

さ
く
ら
餅
、

お
菓
子
な
ど

各
種
島
根
の

産
品
が
販
売

さ
れ
ま
す
。

（
日
時
）
３
月
29
日
（
金
）
～
31
日
（
日
）

４
月
６
日
（
土
）
・
７
日
（
日
）

（
場
所
）
Ｏ
Ａ
Ｐ
（
大
阪
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
）

※

詳
細
は
、
大
阪
事
務
所
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
関

西
島
根
推
し
）
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

島
根
県
大
阪
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
情
報

近
畿
島
根
県
人
会
事
務
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

ホーページ
QRコード

イ
ベ
ン
ト
開
催
報
告

くまモンファン感謝祭㏌OSAKA
JR大阪駅大阪ステーションシティ
令和5年11月3日(金)・4日(土)

道頓堀リバーフェスティバル2023
なんば広場、なんさん通り

令和5年11月25日(土)・26日(日)

ミャクミャクとそらやんとご当地
キャラクター祭り 大阪国際空港

令和5年12月16日(土)・17(日）

近畿島根県人会
故郷応援団
実行委員長
村田勇

さくら餅

シジミ


